
 

 

 

 

 

平成２５年６月２５日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

 

平成２５年度 第１回災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

低気圧に伴う強風・豪雪・波浪等により被害を受けた地域、崖崩れの発生した地域に

おいて、災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度災害を防止するための事業（４件）

を緊急に立ち上げ実施します。 

 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所等

において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・安

心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

平成25年度 第１回災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

（単位：百万円） 

災 害 対 策 （４件） ［国費］ ３２３    

 

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 高橋（内線29-915） 

    主査 冨岡（内線29-925） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  FAX   03-5253-1572 



実 施 概 要 
 

 

○平成25年度第１回 災害対策等緊急事業推進費（主な対策の例） 

 

１． 低気圧に伴う強風・豪雪等により被害を受けた地域における対策 

【2件  292百万円（国費）】 

具体的には(1)、(2)のとおり 

   (1)、(2)国道（直轄） 

・ 平成25年3月2日から3日の低気圧に伴う強風・豪雪により猛吹雪が発生し、国

道39号（網走郡美幌町報徳～網走市大曲
あばしりぐんびほろちょうほうとくあばしりしおおまがり

）では一時通行止が生じ、180台にの

ぼる立ち往生車両が発生した。また、国道238号（網走市
あばしりし

卯
う

原内
ばらない

）において、

約23時間の一時通行止が発生した。 

・ このため、国道39号においては視線誘導施設、道路情報施設を設置、国道238

号においては防雪柵を設置するなどの対策を緊急に実施し、再度災害を防止す

る。 

 

 

２． 低気圧に伴う波浪等により被害を受けた地域における対策 

【1件  14百万円（国費）】 

具体的には(3)のとおり 

   (3)航路標識 

・ 平成25年3月8日から11日の低気圧に伴う強風・波浪により、稲穂
い な ほ

岬
みさき

北方
ほっぽう

照射
しょうしゃ

灯
とう

（北海道奥尻郡
おくしりぐん

奥尻町
おくしりちょう

）で標柱の倒壊・基礎部損壊の被害が発生した。 

・ このため、強度を増大した標柱の設置、基礎部の補強を緊急に実施し、再度災

害を防止する。 

 

 

３． 崖崩れの発生した地域における対策 

【1件 17百万円（国費）】 

具体的には(4)のとおり 

   (4)地方道 

・ 平成24年12月27日に発生した崖崩れにより、市道
し ど う

竜宮
りゅうぐう

線
せん

（島根県
しまねけん

雲南市
うんなんし

吉田町
よしだちょう

吉
よし

田地内
だ ち な い

 ）では全面通行止めが発生し、現在も続いている。 

・ このため、法面対策工を緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 



事業費 国費

(1)  道路維持管理事業
一般国道39号
大空町昭和地区外防雪対策

国土交通省 北海道 網走郡美幌町報徳～網走市大曲 249 249

(2)  道路維持管理事業
一般国道238号
網走市卯原内地区防雪対策

国土交通省 北海道 網走市卯原内 43 43

  計 2件 292 292

(3) 航路標識整備事業 稲穂岬北方照射灯 国土交通省 北海道 奥尻郡奥尻町 14 14

  計 1件 14 14

(4) 道路更新防災等対策事業
市道竜宮線雲南市吉田町吉田地内道
路災害防除

雲南市 島根県 雲南市吉田町吉田地内 35 17

  計 1件 35 17

総　　計 4件 341 323

３．崖崩れによる災害

地方道

２．低気圧に伴う波浪等による災害

航路標識

１．低気圧に伴う強風・豪雪等による災害

国道（直轄）

平成２５年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費（災害対策） 執行地区一覧表

種　別
事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

［金額単位：百万円］



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（1） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道39号 大空町昭和地区外防雪対策）

オオゾラチョウショウワチクホカボウセツタイサク

平成25年3月2日から3日の低気圧に伴う強風・豪雪により猛吹雪が発生

し、国道39号では一時通行止が生じ、180台にのぼる立ち往生車両が発

生した 今後の豪雪により 再度の交通 の影響が発生しないよう 推

網走郡美幌町報徳 ～ 網走市大曲

２４９

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２４９

アバシリグン ビホロチョウホウトク アバシリシ オオマガリ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

生した。今後の豪雪により、再度の交通への影響が発生しないよう、推

進費を活用して緊急に道路情報施設（CCTV、道路情報板）、視線誘導

施設の設置を行うことにより、交通の安全を確保する。

内 容

網走湖

実施箇所 （CCTV 1基）

写真①

実施箇所 （固定式視線誘導柱自発光矢羽根 630基）

実施箇所（CCTV 1基）

実施箇所 （CCTV 1基）

実施合計延長 L=25.2km （全面通行止め区間）

【立ち往生車両：40台】

【平面図】
道路上の数字はキロポストを示す

実施箇所 （道路情報板 1基）

写真②
写真③

実施箇所 （道路情報板 1基）

0 1 5㎞

【立ち往生車両：50台】

【立ち往生車両：30台】

【立ち往生車両：60台】

網走

北見

実施箇所

【CCTV(カメラ)詳細図】 【道路情報板詳細図】 【固定式視線誘導柱自発光矢羽根詳細図】
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道路上の数字はキロポストを示す
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①平成25年3月2日発生箇所

① KP196
②平成25年3月2日発生箇所

② KP207
③平成25年3月2日発生箇所

③ KP211

１

① KP196
風速16.5m/s
視程 L=10m

② KP207
風速19.5m/s
視程L=5m

③

風速20.6m/s
視程L=5m



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（2） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道238号 網走市卯原内地区防雪対策）

アバシリシウバラナイチクボウセツタイサク

平成25年3月2日から3日の低気圧に伴う強風・豪雪により猛吹雪が発

生し、国道238号でも約23時間の一時通行止が発生した。今後の豪雪

により 再度の交通 の影響が発生しないよう 推進費を活用して緊急

網走市卯原内

４３

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４３

アバシリシウバラナイ

網走
北見

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

により、再度の交通への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急

に防雪柵の設置を行うことにより、交通の安全を確保する。

実施箇所
【位置図】

詳細図

能取湖

写真③

写真②

至 稚内

実施箇所

写真①

能取湖

網走市

北見市

【平面図】

《断面図》
【防雪柵】

7300

《詳細図》
【吹き払い式】

0

実施箇所 （防雪柵 L=200m）

道路上の数字はキロポストを示す

0 1 5㎞

※吹き払い式防雪柵
風の力を利用して道路上の雪を
吹き ば 吹きだまり 視程障

吹き払い式防雪柵

③ KP13 0② KP12 9① KP12 8
①平成25年3月2日発生箇所 ②平成25年3月2日発生箇所 ③平成25年3月2日発生箇所

15
50
0

3
5
00吹き飛ばし、吹きだまりや視程障

害を防ぐ柵

２

③ KP13.0
風速16.4m/s
視程 L=10m

② KP12.9
風速20.3m/s
視程 L=5m

① KP12.8
風速29.6m/s
視程 L=5m



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（3） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

航路標識整備事業（稲穂岬北方照射灯）

イナホミサキホッポウショウシャトウ

平成25年3月8日から11日の低気圧に伴う強風・波浪により、標柱の倒

壊・基礎部損壊の被害が発生した。今後の強風・波浪により、再度標柱

が損壊することがないよう 推進費を活用して緊急に強度を増大した標

北海道奥尻郡奥尻町

１４

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１４

オクシリグンオクシリチョウ

が損壊することがないよう、推進費を活用して緊急に強度を増大した標

柱の設置、基礎部の補強を行うことにより、船舶航行の安全を確保する。

内 容

北海道 奥尻郡奥尻町
（奥尻島）

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

稲穂岬

稲穂岬北方照射灯（本灯）

稲穂岬北方照射灯
（標柱）

本灯 機能イメージ○標柱の復旧及び再発防止対策
標柱

照射

海水面

鋼管柱Φ318㎜ 厚さ10㎜

鋼管柱Φ457㎜ 厚さ19㎜
内部空洞

コンクリート充填
1,250㎜1,250㎜

波浪に対する強度を増大さ

標柱強度の増大

対策後対策前

○標柱の復旧及び再発防止対策

岩盤の表面から
上部分が滅失

1,500㎜ 1,500㎜

Φ1,600㎜ Φ1,800㎜

無筋
鉄筋

（割れ防止）

1,600㎜1,600㎜
波浪に対する強度を増大さ
せるため、鋼管を直径318㎜、
厚さ10㎜から直径457㎜、厚
さ19㎜に増大する。

基礎部補強

既存の基礎は撤去のうえ、新
たに設置する基礎を直径1 600岩盤

基礎

1,150㎜ 1,500㎜

たに設置する基礎を直径1,600 
㎜、岩盤打込み1,150 ㎜から
直径1,800㎜、岩盤打込み
1,500㎜に増大する。

○被災状況 〔倒壊した標柱〕〔被災前〕 〔被災後〕
（倒壊）

３



雲南市

事 業 名

事 業 主 体

（4） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道竜宮線雲南市吉田町吉田地内道路災害防除）

シドウリュウグウセンウンナンシヨシダチョウヨシダチナイ

平成24年12月27日に発生した崖崩れにより、市道竜宮線において、全

面通行止めが生じ、現在も継続中であり、地域に大きな影響が生じてい

る 今後の降雨等により 再度の落石等が発生しないよう 推進費を活

島根県雲南市吉田町吉田地内

３５

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１７

シマネケンウンナンシヨシダチョウヨシダチナイ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

る。今後の降雨等により、再度の落石等が発生しないよう、推進費を活

用して緊急に落石防護網工等の法面対策を講じることにより、交通の安

全を確保する。

内 容

事 業 計 画 概 要 図
至 松江

吉田掛合IC

至 松江

菅谷地区 島根県

（主）掛合上阿井線

至 三次

被災箇所

全面通行止

雲南吉田IC

吉田掛合IC

至 奥出雲町

「道の駅」たたらば壱番地

菅谷地区

菅谷たたら高殿

市道竜宮線

迂回ルート
申請箇所

雲南市

島根県

平面図

325.81
328.02 326.17

342.70

326.75

329.83

336.72

334.24

345.21

334.25

345.64346.92

345.15

344.13

断面図位置

ワイヤーロープ掛工

ワイヤーロープ掛工 N=5箇所

②

断面図

NT.1

NT.2

323.55

326.97
329.54

324.34

322.59

322.20

320.70

319.17

NT.3

330.32

328.70

326.93

325.35

NO.9
NO.8

NO.7

NO.6

NO.5

NO.4

NO.3

NO.2 NO.1
NO.0

335.18

337.29

337.09

市道竜宮線

330.57

327.54

325.85

岩盤接着工 N=1箇所

①

NO.5

PH=324.322

GH=324.32

 D=6.843

FH=

H=21m

覆式落石防護網工 A=660㎡ モルタル吹付工 A=307㎡

施工延長 L=90m

① ②

４

発生日：H24.12.27 撮影日：H24.12.27 撮影日：H25.1.9


